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 世間の評判が芳しくない後期高齢者医療制度が４月１日から実施され、今週の火曜

日１５日から保険料の徴収が始まりました。 

 すでに詳しく報道されていますが、簡単に制度の仕組みを紹介しますと、７５歳以

上と重い障害のある６５歳から７４歳の１３００万人の高齢者の医療保険を独立さ

せた公的医療保険で、年間の年金受給金額が１８万円以下の高齢者を除外した約１０

００万人の人々の年金から保険料を天引きする制度です。 

 説明が不十分であり申し訳ないと首相が謝罪したり、６万人以上の人に保険証が届

いていないという不手際があったり、記録の不備で年金が十分に支払われていないの

に天引きだけされたり、低所得者層の保険料は下がると厚生労働省が説明しているの

に大阪府では年金受給額が多いほど保険料が減るという計算が発表されたりという

具合に、役所仕事の典型です。 

 その挙げ句、後期高齢者とは何事かと騒がれた途端に、首相の一声で長寿医療制度

という通称で表面だけを繕おうとしたりという惨状です。 

 

 この問題自体は野党が結束して制度廃止にすると言っていますし、自治体が助成金

を出して天引き金額を軽減したりする補正も行われていますので、立ち入らないこと

にし、今日はこのような問題が発生している日本の社会の背景をご紹介したいと思い

ます。 

 

 かつて日本は世界でもっとも成功した社会主義国家と言われるほど平等な社会で

した。相続税も金持ちには過酷と言われるほど高率で、三代目には相続した財産がゼ

ロになるといわれたこともあります。 

 この平等の名残は現在にも続いており、所得配分の均等さを示すジニ係数という数

字が日本の平等さを示しています。 

 ジニ係数とは社会の所得格差が大きいほど数字が１に近付き、小さいほど０に近付

くという性質をもった係数で、日本は世界でも最小の部類に属する格差のない社会に

なっています。 

 ところが、バブル経済崩壊が顕著になった１９９０年代から、日本は知らない間に

格差が拡大する社会になってきたのです。 

 この格差は大別すると、個人の格差と地域の格差になりますが、しばらく、実態を

数字で紹介したいと思います。 

 まずジニ係数で個人の所得格差を調べてみると、税金を引かれたり、社会保障を受

けたりするまえの当初所得については、１９９３年の０．３７から２００５年には０・

４４まで上がっています。 

 税金を引いたりして調整した後の再分配所得についても、０・３１から０・３２に

上がっており、所得格差は拡大していることが分かります。 



 

 原因の一つは非正規雇用の労働者の比率が、男性の場合、１９９５年の９％程度か

ら２００７年には１７％に増大し、女性の場合も３８％から５０％に増えていること

です。 

 非正規雇用の人々の給与は正規雇用より低額ですから、格差は開くことになります。 

 また、企業の労働分配率が下がっていることも要因ではないかと思います。これは

企業の収益のうち、労働者に賃金として支払われた金額の比率ですが、１９９６年の

７８％から２００４年には７３％まで５％も下がっています。 

 もちろん企業も設備投資をしたり研究開発をして競争力を高める必要はあります

が、従業員にとっては恩恵が回ってこないという印象になります。 

 

 その結果、貯蓄なし世帯が、１９８７年には３・３％だったのですが、２００５年

には２３・８％に急増しています。４分の１の世帯は貯蓄なしで生活しているという

状態です。 

 その反対に生活保護を受ける１９９２年には約６０万世帯でしたが、２００６年に

は１０７万世帯と１・８倍に増加しています。 

 そして、生活苦だけが原因とは言えないにしても自殺者数が１９９０年には２１３

４６人でしたが、２００６年には３２１５５人と１万人以上も増え、痛ましい社会に

なっています。 

 

 第二の格差が地域格差です。これは地方に生活しておられる方は実感しておられる

と思いますが、いくつかの数字をご紹介したいと思います。 

 まず所得ですが、２００４年には１位の東京と４７位の沖縄では２・３倍の開きが

ありました。 

 有効求人倍率もトヨタ自動車などの効果で日本一の愛知と最下位の沖縄では６・３

倍も開いています。そして給料についても東京と沖縄の開きは１・８倍にもなってい

ます。 

 こういう話題を取り上げると、物価が違うという反論がありますが、家賃を除いた

物価の差は１・１倍しか開いていないので、実質的にも格差は大きいのです。 

 

 どこに原因があるかを簡単に説明することは難しいのですが、政治が機能していな

いといわれることがあります。 

 その政治について、世界でも異常といえる日本の政治の特徴は二世議員が大変に多

いということです。 

 調べてみますと、二世以上の国会議員は自由民主党で比率は約５３％、民主党は約

２３％です。 

 もちろん二世議員だからといって資質がどうこうという問題ではありませんが、本

当に国家を何とかしたいとか、地域を何とかしたいという使命感を持って立候補して



いるのかについては、疑問がないわけではありません。 

 仮に親ができなかった政治課題を達成したいという意欲を持っておられるにして

も、他の先進諸国と比較すると異常な状態であることは間違いない事実です。 

 アメリカでもジョン・Ｆ・ケネディ、ジョージ・Ｗ・ブッシュ、アルバート・ゴア

など何人かの二世議員は居ますが、それは本当の例外です。 

 我々は、この辺りから日本の構造を考え直さないといけないのではないかと思いま

す。 

 


